
主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,984 人 ( 前 月 比 5) 男 40,166 人　 女 40,818 人　29,020 世 帯 11 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 平成 22 年 2 月 26 日まで
　 住宅用太陽光発電に補助　　　　　　　　　　　P7

● 障害者控除対象者に認定書を交付します            P14

● 石岡市長に久保田 健一郎氏
　 新市長が 11 月９日初登庁　　　　　　　　　　 P2

● 年末年始 休業期間のお知らせ　　　　　　　　   P4

● パブリックコメント
　 「次世代育成支援地域行動計画（案）」に意見を    P6

　筑波連山北部の山の一つである加
波山も、晩秋の装いになりました。  
空気が澄んでいるためか、晴れた日
には遠くからでも山肌がくっきり見
えます。山頂付近には、風力発電用
の風車が２基建てられています。

晩秋の山並み

広　 報 2009年［平成21年］
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10
月
25
日
に
行
わ
れ
た
石
岡
市
長
選
挙
で
初
当
選

し
た
久
保
田
健
一
郎
石
岡
市
長
が
、
11
月
９
日
、
市

役
所
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

新
市
長
が
11
月
９
日
初
登
庁

初登庁した久保田市長に花束が贈呈されました

　

久
保
田
市
長
は
、
午
前
９
時
に
市
役
所
玄
関
前
に
到
着
。

多
く
の
市
民
や
職
員
が
拍
手
で
出
迎
え
る
中
、
花
束
を
受

け
取
り
、
市
長
記
章
を
左
襟
に
付
け
た
後
、「
希
望
と
活

力
あ
ふ
れ
る
『
元
気
い
し
お
か
』
の
実
現
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
市
長
室
に
向
か
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
会
議
室
に
て
市
職
員
を
前
に
訓
示
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
久
保
田
市
長
は
「
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
困
難
さ
は
承
知
し
て
い
る
が
、
事
務

事
業
の
見
直
し
に
よ
っ
て
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
た

い
。
職
員
に
は
公
に
奉
仕
す
る
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー

バ
ン
ト
の
意
味
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
汗
を
流

し
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
市
政
へ
の
考

え
方
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
横
田
前
市
長
か
ら
事
務
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ

れ
、
久
保
田
新
市
政
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

  

石
岡
市
長
に

　

久
保
田 

健
一
郎 

氏
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新
市
の
初
代
市
長
と
し
て
の
四
年

間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
瞬
く
間

に
過
ぎ
た
」
と
い
う
の
が
正
直
な
気

持
ち
で
す
。

　

最
初
の
仕
事
は
、
十
年
間
の
市
の

方
針
を
定
め
る「
第
一
次
総
合
計
画
」

の
策
定
で
し
た
が
、
市
民
満
足
度
を

重
視
す
る
ス
タ
イ
ル
を
確
立
で
き
た

こ
と
は
、
今
後
に
繋
が
る
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
市
内

の
一
体
感
醸
成
に
も
取
り
組
み
、（
仮

称
）
朝
日
ト
ン
ネ
ル
や
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
化
の
ほ
か
、
乗
合

い
タ
ク
シ
ー
の
全
市
域
運
行
、「
ひ

と
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
の
子
育
て

支
援
策
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
茅
葺
き
民
家
の
保
存
と

後
継
者
育
成
、
朝
日
里
山
学
校
の
開

将
来
へ
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
た
四
年
間

退
任
の
あ
い
さ
つ

横
田 

凱
夫

設
な
ど
、
観
光
拠
点
の
整
備
に
も
努

め
た
ほ
か
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て
も
、
商
工
関
係
団
体
と
計
画

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
成
果
を
得
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
鹿
島
鉄
道
の
廃
線
と
い
う

悲
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム（
Ｂ

Ｒ
Ｔ
）
導
入
と
い
う
新
た
な
試
み
に

つ
い
て
は
、
方
向
づ
け
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、
小
中
学

校
施
設
の
耐
震
化
な
ど
積
み
残
し
た

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
私
な
り
に
新

市
の
基
盤
づ
く
り
と
、
将
来
へ
の
布

石
を
置
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民

の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
物
で
す
。

　

市
政
運
営
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
は
今
後
一
層
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
市
政
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。長
い
間
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
と
接

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
皆
様
が
生

活
し
て
い
る
中
で
ど
の
よ
う
な
お
考

え
を
お
持
ち
な
の
か
、
身
に
し
み
て

感
じ
取
っ
た
次
第
で
す
。
市
長
就
任

に
当
た
り
、
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
数
々
の
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
、
誰
も
が
希
望

と
活
力
を
感
じ
ら
れ
る
「
元
気
い
し

お
か
」
づ
く
り
の
た
め
、
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
、
今
後
責
任
を
持
っ
て
市
政

を
運
営
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
が
、

政
策
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
次
の
四

つ
を
掲
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
地
域
、
産
業
、
教
育
な

「
元
気
い
し
お
か
」
を
目
指
し
て

ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
元
気
は
、
市
民
の
元
気
か

ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
働
く
場
所
の
確
保
が
必

要
で
あ
り
、
雇
用
を
創
出
す
る
た
め

の
企
業
な
ど
の
誘
致
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
産
業
の
活
性
化
や
教

育
環
境
の
充
実
も
併
せ
て
行
い
な
が

ら
、
笑
顔
と
う
る
お
い
の
あ
る
市
民
生

活
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
福
祉
、
教
育
、
地
域

活
性
化
な
ど
市
民
生
活
を
優
先
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
、
永
く
住
み
続
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
住
み
や
す
い
生
活
環
境
の
実
現
が

必
要
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
策
の
充

実
な
ど
生
活
重
視
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
市
政
の
主
役
で
あ
る

市
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、
市

政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

市
の
情
報
は
積
極
的
に
わ
か
り
や
す

く
開
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、行
政
の
ム
ダ
を
廃
し
、

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
を
徹

底
し
ま
す
。

　

市
民
が
本
当
に
求
め
て
い
る
も
の

を
見
極
め
な
が
ら
、
民
間
の
経
営
感

覚
を
持
っ
て
、
事
務
事
業
の
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
る
行
政
経
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、
地
方

の
自
立
力
・
経
営
力
が
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
持
つ
自
然
や
歴
史
資
源
を
大

切
な
ま
ち
の
財
産
と
し
て
、
次
の
世

代
へ
と
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
、
今
ま
さ
に
市
民
の
皆

様
と
手
を
携
え
、
し
っ
か
り
と
将
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

石
岡
市
長

久
保
田 

健
一
郎

　３　 広報いしおか　№１００



施　

設　

名

月
12

1

日
28
29
30
31
1
2
3
4

市役所

市
役
所

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

八
郷
総
合
支
所

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

保健センター

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

水道

湖
北
水
道
企
業
団

　

☎
２
４
・
３
２
３
２

八
郷
水
道
事
務
所

　

☎
４
３
・
１
１
１
８

図書館・公民館・市民会館

中
央
図
書
館

　

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
公
民
館

　

☎
４
３
・
６
２
６
２

府
中
地
区
公
民
館

　

☎
２
３
・
１
５
３
０

国
府
地
区
公
民
館

　

☎
２
２
・
２
９
４
０

東
地
区
公
民
館

　

☎
２
６
・
６
５
０
３

城
南
地
区
公
民
館

　

☎
２
６
・
３
３
４
１

石
岡
市
民
会
館

　

☎
２
２
・
５
１
８
７

児童施設など

児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６
・
３
６
７
８

児
童
館

　

☎
２
２
・
３
８
５
８

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
２
４
・
０
３
２
２

水
道
管
破
裂
の
と
き
は
、

連
絡
く
だ
さ
い
。

自
動
交
付
機
も
停
止

自
動
交
付
機
も
停
止

水
道
管
破
裂
の
と
き
は
、

連
絡
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
と

し
尿
く
み
取
り

休業期間のお知らせ年末
年始

市の施設など休業期間中、出生・死亡
届などの戸籍届出事務は
市役所・八郷総合支所で、
日直が受け付けます。

休業日

自
動
交
付
機
も
停
止

自
動
交
付
機
も
停
止

広報いしおか　№１００　４

施　

設　

名

月
12

1

日
27
28
29
30
31
1
2
3
4
5

スポーツ施設

石
岡
運
動
公
園

　

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

☎
４
３
・
６
８
８
４

石
岡
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
５
１
９
１

柏
原
野
球
公
園

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　

☎
２
３
・
１
０
８
８

その他の施設

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

　

☎
３
５
・
１
１
２
６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

常
陸
風
土
記
の
丘

　

☎
２
３
・
３
８
８
８

朝
日
里
山
学
校

　

☎
５
１
・
３
１
１
７

旭
台
会
館

　

☎
２
６
・
１
３
６
６

白
雲
荘

　

☎
２
６
・
４
１
２
６

社
会
福
祉
協
議
会 

石
岡
本
所　

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

社
会
福
祉
協
議
会 

八
郷
支
所

　

☎
３
６
・
４
３
１
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
７
・
５
１
７
１

乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト

　

☎
２
３
・
５
５
０
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
・
３
３
９
９

石
岡
地
方
斎
場

　

☎
２
２
・
６
８
２
８

や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

　

☎
４
２
・
４
１
２
６

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

☎
４
２
・
４
１
１
１

（
ま
ち
な
か

　

中
継
セ
ン
タ
ー
）

自
動
交
付
機
も
停
止



年
末
年
始
の

ご
み
収
集
と

し
尿
く
み
取
り

★
ご
み
の
収
集

・
決
め
ら
れ
た
指
定
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
末
は
、
自
己
搬
入
が
多
く
な
り
周
辺
道
路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
大
掃

除
は
早
め
に
済
ま
せ
て
、ご
み
は
指
定
の
日
に
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

石岡地区

コ
ー
ス

年
末
最
終
日

年
始
開
始
日

収
集
品
目

収
集
品
目

Ａ
コ
ー
ス 

燃
え
る
ご
み　
　

　
　
　
　
　

月
・
木
曜
日

12
月
28
日
（
月
）

１
月
４
日
（
月
）

燃
え
る
ご
み

燃
え
る
ご
み

Ｂ
コ
ー
ス 

燃
え
る
ご
み　
　

　
　
　
　
　

火
・
金
曜
日

12
月
29
日
（
火
）

１
月
４
日
（
月
）

燃
え
る
ご
み

無
色
の
び
ん

八郷地区

コ
ー
ス

年
末
最
終
日

年
始
開
始
日

収
集
品
目

収
集
品
目

林
・
小
桜
・
高
友
・
金
指
・
片
野

12
月
26
日
（
土
）

１
月
５
日
（
火
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・　

新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル

可
燃
ご
み

張
間
・
パ
セ
オ
パ
ル
ケ
・
南
山
崎
・

園
西
・
宿
山
崎
・
柴
間
・
富
士
ハ

イ
ラ
ン
ド

12
月
26
日
（
土
）

１
月
５
日
（
火
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・　

新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル

可
燃
ご
み

右
記
以
外
の
園
部

12
月
28
日
（
月
）

１
月
４
日
（
月
）

可
燃
ご
み

可
燃
ご
み

恋
瀬
・
瓦
会
・
長
堀
・
八
重

12
月
28
日
（
月
）

１
月
４
日
（
月
）

茶
色
ビ
ン

そ
の
他
ビ
ン
・

カ
ン
・
不
燃
ご
み

細
谷
・
上
青
柳
・
下
青
柳
・
原
押

越
・
加
生
野
・
須
釜
・
小
幡
・
葦
穂
・

柿
岡
（
新
地
）

12
月
28
日
（
月
）

１
月
４
日
（
月
）

可
燃
ご
み

可
燃
ご
み

柿
岡
（
新
地
を
除
く
）

12
月
28
日
（
月
）

１
月
４
日
（
月
）

可
燃
ご
み

可
燃
ご
み

休
業
　
12
月
29
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　
１
月
３
日
（
日
）

・
石
岡
地
区

霞
台
厚
生
施
設
組
合
　

　
環
境
セ
ン
タ
ー

小
美
玉
市
高
崎
１
８
２
４
‐
２　

　
　
　
　
　
　

☎
２
６
・
０
２
４
６

休
業　

12
月
30
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
１
月
３
日
（
日
）

・
八
郷
地
区

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
　

　
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

か
す
み
が
う
ら
市
上
佐
谷
31
‐
１　

　
　
　
　
　
　

☎
５
９
・
４
６
４
９

★
し
尿
く
み
取
り

し
尿
の
く
み
取
り
は
お
早
め
に
！

石
岡
地
区

㈲
環
境
保
全　

☎
２
４
・
３
１
０
６

㈲
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

☎
２
６
・
５
２
４
４

石
岡
興
業
㈱　

☎
２
３
・
４
１
４
９

㈲
石
岡
衛
生　

☎
２
６
・
４
５
９
４

八
郷
地
区

㈲
城
東
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　

☎
２
６
・
５
２
４
４

石
岡
興
業
㈱　

☎
２
３
・
４
１
４
９

㈲
石
岡
衛
生　

☎
２
６
・
４
５
９
４

㈲
常
陸　
　
　

☎
２
３
・
１
１
６
６

㈲
八
郷
衛
生　

☎
４
４
・
０
１
５
１

小
松
崎
運
輸
㈲　

　
　
　
　
　
　

☎
４
４
・
１
０
０
４

㈲
博
愛
社　
　

☎
４
６
・
４
４
５
３

●
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

環
境
対
策
課　

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
６
）

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課　

　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
３
）

受
付
時
間　
　
　
　
　

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

受
付
時
間　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

午
後
１
時
～
３
時
30
分

午
後
７
時
～
10
時
30
分

外　

科

歯　

科

内
科
・
小
児
科

12 月
29
日

（
火
）
山
王
台
病
院　
　
　

☎
２
６
・
３
１
３
０
福
田
歯
科
医
院　
　

☎
２
６
・
３
２
５
７

30
日

（
水
）
斉
藤
病
院　
　
　
　

☎
２
６
・
２
１
３
１
わ
か
ま
つ
歯
科
医
院

☎
２
４
・
１
１
８
４

緊急診療所

（石岡市医師会病院内）

☎ 23-3515

31
日

（
木
）
山
王
台
病
院　
　
　

☎
２
６
・
３
１
３
０
小
松
崎
歯
科
医
院　

☎
２
２
・
３
２
８
２

1 月
１
日

（
金
）
石
岡
第
一
病
院　
　

☎
２
２
・
５
１
５
１
岡
崎
歯
科
診
療
所　

☎
２
２
・
２
７
５
６

２
日

（
土
）

石
岡
循
環
器
科　
　

脳
神
経
外
科
病
院　

☎
５
８
・
５
２
１
１
平
井
歯
科
医
院　
　

☎
２
２
・
２
４
７
３

３
日

（
日
）
石
岡
市
医
師
会
病
院

☎
２
２
・
４
３
２
１
色
川
歯
科
医
院

☎
０
２
９
・

　

８
３
１
・
２
６
７
２

★
ご
み
の
搬
入

＊
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
　

☎
４
２
・
２
９
２
２

＊
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね

　
　

☎
４
２
・
３
１
２
１

年
末
年
始

診
療
当
番
医

年
末
年
始
は

休
み
ま
せ
ん

　５　 広報いしおか　№１００



　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に

基
づ
き
、従
業
員
３
０
１
人
以
上（
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
は
１
０
１
人

以
上
）
の
企
業
は
、
従
業
員
が
仕
事

と
子
育
て
を
両
立
で
き
る
よ
う
「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

茨
城
県
労
働
局
へ
届
け
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、策
定
し
た「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
」
は
、
公
表
と

従
業
員
へ
の
周
知
が
必
要
で
す
。

　

従
業
員
３
０
０
人
以
下
（
平
成
23

年
４
月
１
日
か
ら
は
１
０
０
人
以

下
）
の
企
業
は
、
策
定
・
届
出
と
公

表
・
周
知
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。

行
動
計
画
は
、

❶
期
間　

❷
目
標　

❸
目
標
達
成
の
た
め
の
対
策

が
含
ま
れ
る
計
画
で
す
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
向
け
て

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の

策
定
は
済
み
ま
し
た
か
？

　
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
明
る
く
育
つ
環
境

や
、
子
育
て
に
喜
び
や
楽
し
み
が
持

て
る
地
域
と
す
る
た
め
の
次
世
代
育

成
支
援
計
画
の
検
討
案
に
つ
い
て
広

く
市
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
は
、
社
会

経
済
全
体
に
極
め
て
深
刻
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
で
は
少
子

化
対
策
の
た
め
、
平
成
15
年
７
月
に

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

育
成
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
行
動
計
画
の
策
定
を
市
町
村

に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

平
成
17
年
度
か
ら
前
期
・
後
期
の
２

期
（
10
年
間
）
に
分
け
た
「
石
岡
市

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
」

（
い
し
お
か
子
育
て
夢
づ
く
り
応
援
プ
ラ

ン
）
を
策
定
し
、
少
子
化
対
策
・
子

育
て
支
援
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、「
石
岡
市
次
世
代
育
成

支
援
地
域
行
動
計
画
」
の
後
期
計
画

案
（
平
成
22
年
度
～
26
年
度
）
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
計
画
に
関
す
る

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

♥
募
集
期
間

12
月
４
日
（
金
）
～
18
日
（
金
）

♥
計
画
案
の
公
表
・
閲
覧

12
月
４
日
（
金
）
か
ら

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

♥
応
募
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　

厚
生
労
働
省
の
認
定
を
受
け
た
事

業
主
は
、
次
世
代
認
定
マ
ー
ク
「
く

る
み
ん
」
を
広
告
、
商
品
、
求
人
広

告
な
ど
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
で
認
定
さ
れ
て
い
る

子
育
て
支
援
企
業
は
６
社
で
す

・
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合

・
㈱
カ
ス
ミ

・
㈱
関
東
つ
く
ば
銀
行

・
㈱
ケ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

・
関
彰
商
事
㈱

・
独
立
行
政
法
人 

物
質
・
材
料
研
究

機
構

※
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
、

届
出
な
ど
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

general/seido/koyou/jisedai/
index.htm

l

※
全
国
の
都
道
府
県
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
認
定
企
業
名

と
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

http://www.m
hlw.go.jp/bunya/

koyoukintou/kijuntekigou/
index.htm

l

●
問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

「石岡市次世代育成支
援地域行動計画（案）」
に意見を

パブリックコメント
12 月 4 日（金）～ 18 日（金）

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
、
そ
の
他

の
団
体

・
市
内
在
勤
・
在
学
者

♥
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
団
体
名
）、
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵

送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で

応
募
く
だ
さ
い
。様
式
は
自
由
で
す
。

♥
意
見
の
公
表

・
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
が
、
意
見
の
概
要
と
そ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
同
様
の
意
見
は
集
約
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
住
所
・
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は

一
切
公
表
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５

－

８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

ＦＡＸ
２
７
・
５
８
３
５

　

kodom
o@city.ishioka.lg.jp

　

http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/

　パブリックコメントとは、市が計画などを策定する際
にその内容を公表し、市民から寄せられた意見などを考
慮して、計画を決定していくものです。
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♦
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で
で
き
る

こ
と

❶
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
は
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

❷
電
子
証
明
書
（
有
料
）
に
よ
り
、

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）が
で
き
ま
す
。

❸
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
「
い

し
お
か
市
民
カ
ー
ド
」（
印
鑑
登
録

証
）
と
し
て
利
用
申
請
（
暗
証
番
号

の
登
録
）
す
れ
ば
、
証
明
書
自
動
交

付
機
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
す
で
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
あ
る
人
で
「
い
し
お
か
市
民
カ
ー

ド
」
と
し
て
利
用
し
た
い
場
合
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
参
し
、

申
請
く
だ
さ
い
。

（
写
真
無
し
の
場
合
は
、
写
真
付
き

で
本
人
確
認
が
で
き
る
運
転
免
許
証

な
ど
も
必
要
）

※
❸
の
場
合
で
、
す
で
に
「
い
し

お
か
市
民
カ
ー
ド
」
を
所
持
し
て
い

る
場
合
は
回
収
し
ま
す
。

♠
申
請
に
必
要
な
も
の

・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
写

真
付
き
の
官
公
署
が
発
行
し
た
証
明
書

※
証
明
書
の
無
い
場
合
は
、
郵
便
に

よ
る
本
人
照
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
認
め
印

♥
有
効
期
限

発
行
日
か
ら
10
年

♣
交
付
申
請
・
利
用
申
請

・
市
役
所 
総
合
窓
口
３
番
窓
口

・
八
郷
総
合
支
所 
市
民
窓
口
課

「
い
し
お
か
市
民
カ
ー
ド
」
と
し
て

利
用
申
請
す
れ
ば
次
の
証
明
書
が
自

動
交
付
機
で
取
得
で
き
ま
す
。

①
印
鑑
証
明
書

②
住
民
票

③
軽
自
動
車
税
用
住
所
証
明
書

④
所
得
証
明
書

⑤
市
・
県
民
税
課
税
証
明
書

⑥
市
・
県
民
税
非
課
税
証
明
書

⑦
市
税
納
税
証
明
書

⑧
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
車
検
用
）

●
問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

市
民
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

無
料
で
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
が
取
得
で
き
ま
す

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
資
格
・
条
件

❶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
市
内
の
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
に

発
電
シ
ス
テ
ム
を
こ
れ
か
ら
設
置
す

る
人

・
自
ら
が
居
住
し
よ
う
と
す
る
発
電

シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
を
市
内
に
こ

れ
か
ら
購
入
す
る
人

❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

❸
年
度
内
に
す
べ
て
の
手
続
き
を

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

※ 

補
助
申
請
の
受
け
付
け
は
、
予
算

の
範
囲
内
で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象

❶
低
圧
系
統
と
逆
潮
流
有
り
で
連

系
す
る
シ
ス
テ
ム
（
余
剰
電
力
を
電

力
会
社
に
販
売
す
る
も
の
）

❷
住
宅
（
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住

宅
を
含
む
）
の
屋
根
な
ど
に
設
置
す

る
も
の

【
補
助
対
象
経
費
】

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
架
台
・
接

続
箱
・
直
流
側
開
閉
器
・
イ
ン
バ
ー

タ
な
ど
・
そ
の
他
工
事
に
関
す
る
費

用❸
未
使
用

品
（
中
古

品
は
対
象

外
）

❹
設
置
す

る
発
電
シ

ス
テ
ム
容

量
の
上
限

は
設
け
ま

せ
ん
が
、
補
助
対
象
の
上
限
は
４
Ｋ

Ｗ
ま
で

補
助
金
額

❶
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
に
４
万

円
を
乗
じ
て
得
た
額

・
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り

捨
て

・
単
位
は
Ｋ
Ｗ
と
し
、
小
数
点
以
下

３
桁
目
を
四
捨
五
入

・
最
大
出
力
が
４
Ｋ
Ｗ
を
超
え
る
場

合
は
、
４
Ｋ
Ｗ
が
上
限

・
最
高
限
度
額　
　

16
万
円

例
１

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
３
・
41
Ｋ

Ｗ
の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合

３
・
41
Ｋ
Ｗ
×
４
万
円
＝

13
万
６
４
０
０
円　

→
13
万
６
０
０
０
円

例
２

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
５
・
40
Ｋ

Ｗ
の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合

対
象
は
４
Ｋ
Ｗ
ま
で
な
の
で
、

４
Ｋ
Ｗ
×
４
万
円
＝
16
万
円

申
込
期
限

平
成
22
年
２
月
26
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

環
境
対
策
課　
　
　

☎
２
３・１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
３
）

※
国
や
県
が
実
施
す
る
補
助
金
と
併

用
で
き
ま
す
が
、
補
助
の
条
件
な
ど

が
違
う
の
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

茨
城
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
社
団
法
人 

茨
城
県
公

害
防
止
協
会 

内
）

水
戸
市
元
吉
田
町
１
７
３
６

－

２
０

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
８
０
８
６

平成22年２月26日まで

　市では、地球温暖化防止の一環として、
環境への負荷の少ない新エネルギーの導入
を促進するため、住宅用太陽光発電システ
ムを設置する人を対象に、その費用の一部
を補助します。

住宅用太陽光発電に補助

受 付 中

　７　 広報いしおか　№１００



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

　

現
在
、
市
で
は
八
郷
地
区
の
柿
岡
・

葦
穂
・
恋
瀬
・
瓦
会
・
林
の
五
つ
を

統
合
す
る
新
た
な
保
育
所
を
、
来
年

４
月
１
日
開
所
予
定
で
柿
岡
地
内
に

建
設
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
統
合
保
育
所
の
名
称
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
41
件
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
市
で
は
、
統
合
保
育
所
名

称
選
考
委
員
会
を
開
催
し
て
審
査
し
、

名
称
は
「
や
さ
と
中
央
保
育
所
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
名
称
に
は
、

複
数
の
応
募
が
あ
っ
た
た
め
抽
選
を

行
い
、
松
﨑
泰
幸
さ
ん
（
市
内
須
釜
）

が
採
用
者
と
し
て
選
ば
れ
、
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー

ト
に
４
５
０
人

統
合
保
育
所
は
「
や
さ
と

中
央
保
育
所
」
に
決
定
！

▲Ｎ響団友オーケストラを指揮する家田さん（右）と熱唱する西川さん（中央）

　

10
月
31
日
、
中
央
公
民
館 
大
講

堂
で
第
13
回
石
岡
市
芸
術
祭
「
お

し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
in
や
さ
と

Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
、
４
５
０
人
が
来
場
し
ま

戦
没
者
を
追
悼
し
恒
久

の
平
和
を
祈
る
…

▲代表者による追悼の辞

　

11
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
石
岡

市
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
、
戦

没
者
の
遺
族
や
来
賓
な
ど
３
８
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
戦
没
者
を
追
悼
す

る
と
と
も
に
恒
久
の
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
参
加
者
全
員
が
戦
没

者
の
冥め

い
ふ
く福
を
祈
っ
て
、
黙
と
う
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

市
長
は
式
辞
で
「
戦
没
者
の
方
々

に
思
い
を
馳は

せ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」

と
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
「
私

た
ち
は
、
今
後
二

度
と
戦
争
を
繰
り

返
さ
ず
、
こ
の
素

晴
ら
し
い
平
和
が

永
久
に
続
く
よ
う

不
断
の
努
力
を
す

る
」
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遺
族

会
会
長
ほ
か
出
席

し
た
来
賓
の
方
々

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

追
悼
の
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
市
長

を
は
じ
め
、
遺
族
会
会
長
や
遺
族
の

代
表
な
ど
が
、
戦
没
者
を
偲し

の
び
つ
つ

献
花
し
ま
し
た
。

し
た
。

　

今
年
は
、
指
揮
に
家
田
厚
志
氏
、

ピ
ア
ノ
に
新に

い
の
う納

洋
介
氏
、
歌
に
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
の
西
川
朝
子
氏
を
迎
え
、

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
演
奏

さ
れ
た
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
を
は
じ
め
、

『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚

序
曲
』
な
ど
耳
な
じ

み
の
あ
る
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
プ
ラ
ノ

ソ
ロ
で
は
、
西
川
さ

ん
の
伸
び
や
か
な
歌

声
に
聴
衆
は
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
９
曲
の
演
奏
が

終
わ
る
と
、
会
場
か

ら
は
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

来
場
者
か
ら
は

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
」

「
地
方
で
本
物
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
が

聴
け
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
来
年

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」「
生
の
演
奏

の
迫
力
に
感
動
し
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

▲やさと中央保育所完成予想図

広報いしおか　№１００　８



商
工
祭
に
２
万
人

▲神社で奉納されたひょっとこ踊り

片
野
八
幡
神
社
に
排は
い
か禍

ば
や
し
奉
納

　

10
月
18
日
、
片
野
八
幡
神
社
の
祭
礼

で
、
排
禍
ば
や
し
（
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
）
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

排
禍
ば
や
し
は
、
戦
国
時
代
、
現
在

の
根
小
屋
の
片
野
城
主
太
田
資す

け
ま
さ正

が

武
運
を
祈
る
た
め
に
、
片
野
に
八
幡
神

社
を
建
立
し
、
そ
の
際
に
「
諸
々
の
禍

わ
ざ
わ
い

を
排
し
て
繁
栄
を
願
う
」
と
の
意
味
か

ら
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
獅
子
舞
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
、
お
か
め
踊
り
、
狐
踊
り
が
演
じ
ら

れ
、
境
内
に
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。　

石
岡
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
案
を
提
言

▲提言書を手渡す佐藤委員長（右）と窪谷副委員長（中央）

柿
岡
八
幡
神
社
で

太だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

々
神
楽
奉
納

　

公
募
に
よ
る
２
人
を
含
む
学
識
経

験
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど
15

人
の
委
員
か
ら
な
る
「
石
岡
市
市
民

と
の
協
働
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
委

員
会
（
佐
藤
信
夫
委
員
長
）」
で
は
、

昨
年
10
月
か
ら
「
石
岡
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
委
員
会
で
は
「
石
岡
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
案
に
関
す

る
提
言
書
」
を
ま
と
め
、
10
月
16
日

に
佐
藤
委
員
長
と
窪
谷
副
委
員
長
が

市
役
所
を
訪
れ
、
提
言
書
を
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
仲
秋
の
名
月
の
晩

に
奉
納
さ
れ
る
柿
岡
八
幡
神

社
の
太
々
神
楽
（
市
指
定
無

▲十二面神楽の内、天狐・種稼の舞

形
民
俗
文
化
財
）
が
、
今
年
は
10
月

２
日
、
３
日
の
二
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
神
楽
は
、地
元
で
は「
ジ
ャ

カ
モ
コ
ジ
ャ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
天
狐
や
天
照
皇
大
神
、

猿
田
彦
な
ど
の
十
二
面
神
楽
と
地
元

の
小
学
生
４
人
に
よ
る
巫み

こ女
舞
が
演

じ
ら
れ
ま
し
た
。
奉
納
は
、
４
時
間

に
も
わ
た
る
た
め
、
眠
気
を
が
ま
ん

す
る
巫
女
の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
楽
の
合
間
に
は
、
餅も

ち
ま
き
が
行

わ
れ
、
境
内
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は

縁
起
の
い
い
と
い
わ
れ
る
餅
を
拾
い

ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
秋
晴
れ
の
空
の

も
と
、
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
商
工
祭
が
開
催
さ
れ
、

２
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。　

　

開
会
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た

ひ
か
り
保
育
園
と
ば
ら
き
台
幼

稚
園
の
鼓
笛
隊
演
奏
に
は
、
晴

れ
姿
を
残
そ
う
と
カ
メ
ラ
や
ビ

デ
オ
を
手
に
し
た
家
族
な
ど
、

観
客
が
多
数
集
ま
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
サ
ン
マ
の
つ
か
み
ど

り
や
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た

石い
し
が
ま窯
ピ
ザ
、
商
店
会
の
抽
選
会

に
は
、
開
始
前
か
ら
長
い
列
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
各
種

販
売
や
展
示
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
が
た
く
さ
ん
開
設
さ

れ
、
両
手
に
買
い
物
袋
を
下

げ
た
人
や
、
ピ
ザ
な
ど
を
お

い
し
そ
う
に
頬ほ

お
ば張
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
エ
ア
ー
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
竜
太
や
、
ふ
れ
あ

い
動
物
園
、
消
防
署
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
体
験
な
ど
は
子
ど
も

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
、「
こ
ち
ら

葛
飾
区
亀
有
公
園
前
派
出

所
」
の
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー

や
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

海
外
舞
踊
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
拍
手
や
歓
声
が
会
場

内
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
暖
か

な
秋
の
一
日
を
、
家
族
や
友

人
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

▲「こちら葛飾区亀有公園前派出所」のぬいぐるみショー
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①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
て
い
る

②
父
が
死
亡
し
て
い
る

③
父
が
一
定
の
障
害
が
あ
る

④
父
の
生
死
が
不
明

⑤
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る

⑥
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ん

で
い
る

⑧
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の

事
情
が
不
明

❶
国
内
に
住
所
が
な
い

❷
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年

金
を
受
け
て
い
る

❸
遺
族
補
償
な
ど
を
受
け
て
い
る

❹
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の

加
算
対
象
と
な
っ
て
い
る

❺
児
童
福
祉
法
上
の
里
親
に
委
託

さ
れ
て
い
る

❻
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

（
父
が
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
を

除
く
）

❼
母
の
配
偶
者
（
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場
合
も
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る

❽
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る　

な
ど

　

請
求
人
（
母
ま
た
は
養
育
者
）
の

所
得
が
政
令
で
定
め
た
額
以
上
の
と

き
は
、
手
当
の
全
額
ま
た
は
一
部
の

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限

額
は
、
扶
養
人
数
な
ど
に
応
じ
て
変

わ
り
ま
す
。

※
父
か
ら
の
扶
養
費
な
ど
の
80
％

が
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
が
母
の
場
合
は
、

寡
婦
・
寡
婦
特
別
控
除
の
控
除
前
の

所
得
で
算
定
し
ま
す
。

　

受
給
期
間
が
５
年
を
経
過
す
る
な

ど
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
適
用

除
外
事
由
（
就
業
あ
る
い
は
求
職
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場
合
や
、
求

職
活
動
が
で
き
な
い
事
情
な
ど
が
あ

る
場
合
）
の
人
を
除
い
て
、
手
当
額

の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
「
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
ま
す
が
、
就
労
な
ど

の
届
出
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
５
年
等
を
経
過
後
も
、
経
過
前

の
月
と
同
額
の
手
当
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
所
得
や
家
族
の
状
況
な
ど
に
変

化
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す

母
子
家
庭
等
の
児
童
扶
養
手
当

※
「
児
童
」
と
は
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
児
童
で
す
。
た
だ

し
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
20
歳
未
満
ま
で
で
す
。

一部支給
月
額
４
万
１
７
１
０
円
か
ら

９
８
５
０
円
ま
で

全部支給

児
童
数

月
額
支
給
額

１
人

４
万
１
７
２
０
円

２
人

４
万
６
７
２
０
円

３
人

４
万
９
７
２
０
円

３
人
目
以
降
は
３
０
０
０
円
加
算

支
給
対
象
と
な
る
児
童

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

支
給
額

支
給
さ
れ
な
い
場
合

支
給
制
限

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
２
）

●
児
童
扶
養
手
当
は
申
請
制

で
す
。
申
請
が
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

不
正
な
ど
に
よ
り
受
給
し
た

場
合
は
、
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
に
現

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
況
届
が
未
提
出
の
場
合

は
、
支
払
い
が
一
時
停
止
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
受
給
資
格
が

喪
失
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
必
ず
提
出
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父

親
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の
母
ま
た
は
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
児
童

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
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申
込
期
間

講 
座 
名

講 

座 

内 

容

講  

師

日
　
　
時

定
員

教
材
費

12 月 8日（火）～ 19日（土）

大
人
の
た
め
の

　
　
　

大
正
琴
講
座

あ
な
た
も
友
達
と
一
緒
に
ふ
れ
あ
い

を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
？

小
林　

正
江

１
月
16
・
30
日

２
月
６
・
20
日

土

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

10
人

無料

カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ

(

素
敵
な
布
箱
作
り)

　
　
　
　
　
　

講
座

カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
は
フ
ラ
ン
ス
の
伝

統
工
芸
。
厚
紙
を
カ
ッ
ト
し
、
組
み

立
て
、
布
を
貼
り
…
。
世
界
に
一
つ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
箱
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

岡
崎
喜
代
子

１
月
14
・
28
日

２
月
18
・
25
日

３
月
11
日　

木

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

15
人

5000 円

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
　
　

韓
国
語
講
座

語
学
の
勉
強
は
、
継
続
が
肝
心
で
す
。

基
礎
を
学
ん
だ
方
が
対
象
で
、
韓
国

語
基
礎
の
復
習
を
含
め
、
さ
ら
な
る

応
用
会
話
を
広
げ
て
い
き
ま
す

金　

恵
英

１
月
15
・
22
・
29
日

２
月
５
・
12
・
19
日

金

午
後
８
時　
　

　

～
９
時
30
分

15
人

資料代　　
　200 円

い
け
ば
な
講
座

日
本
の
誇
り
あ
る
伝
統
文
化
の
生
け

花
を
習
い
ま
し
ょ
う

広
瀬　

紀
子

１
月
14
・
28
日

２
月
４
・
25
日

３
月
11
・
25
日

木

午
前
10
時　
　

　
　
　

～
正
午

10
人

6300 円

●申込方法　
　直接または、電話・ファックス・電子メー
　ルで申し込みください。
　＊月曜日は休館です。
　＊定員を超えた場合は、抽選で決定し、少
　　数の場合は、中止することがあります。	
●申し込み・問い合わせ　
　旭台会館　☎ 26-1366　ＦＡＸ 26-1780
　　　　　　　	asahidai@smile.ocn.ne.jp

旭台会館

旭ふれあい講座で
楽しく学ぼう あ

な
た
の
車
に

「
や
さ
し
い
交
通
マ
ナ
ー
」
を

乗
せ
ま
し
ょ
う

12
月
１
日
～
31
日　

年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

・
合
図
は
早
め
に
出
し
ま
し
ょ
う

・
黄
色
信
号
は
止
ま
り
ま
し
ょ
う

・
横
断
歩
行
者
が
い
た
ら
止
ま
り
ま
し
ょ
う

・
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う

交通マナー
アップ運動
実施中

●
問
い
合
わ
せ

石
岡
警
察
署

☎
２
８
・
０
１
１
０

HP

　

恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
の
一
部
が
、
千
代
田
石
岡
バ

イ
パ
ス
工
事
の
た
め
11
月
末
ま

で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

工
期
が
延
長
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
引
き
続
き
迂
回
路
を
利
用

く
だ
さ
い
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

協
力
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

管
理
運
営
協
議
会
（
八
郷
総
合
運

動
公
園
内
）
☎
４
３
・
６
８
８
４

恋瀬川サイクリングコース

工事場所

迂 回 路
工事場所

恋
瀬
橋

一部通行止め期間が
　　　延長になります

酒
気
帯
び
運
転
は
、２
年
間
の
免
許
取
り
消
し
で
す
。

年
末
年
始
に
か
け
て
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
。
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
（
お
酒
を
飲
ま
ず
に
仲
間
を
送
る

人
）
を
決
め
て
楽
し
い
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
！

恋
瀬
橋

湖北水道企業団
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